
明

治

維

新

考

「
あ
な
た
は
、
明
治
百
年
に
つ
い
て
、
何
か
お
考
え
に
な
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
」

「
い
や
、
別
午

…
こ

「
で
は
、
明
治
百
年
間
の
い
ち
ば
ん
印
象
の
強
い
こ
と
は
？
」

「
さ
あ
ね
、
戦
争
か
し
ら
…
…
」

こ
れ
は
テ
レ
ビ
街
頭
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
の
、
若
い
女
性
の
返
事
で
あ

る
。
明
治
生
ま
れ
は
、
我
国
全
人
口
の
僅
か
五
パ
ー
セ
ン
ト
だ
と
い
う

か
ら
、
日
露
戦
争
を
知
っ
て
い
る
本
も
の
の
明
治
人
は
暁
の
星
の
数
ほ

ど
に
少
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
右
の
よ
う
な
答
は
、
い
ま
の
日
本
人
の

過
半
を
占
め
る

「
明
治
感
覚
」
と
見
て
さ
し
つ
か
え
な
い
だ
ろ
う
。

「
君
は
、
明
治
維
新
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
あ
る
か
ね
」

士
口　
之
　
助

（
か
つ
吉
主
人
）

「
えヽ
えヽ
」

「
そ
れ
を
、
ど
ん
な
ふ
う
に
考
え
て
い
る
？
」

「
さ
て
、
そ
れ
は
…
…
徳
川
三
百
年
の
積
悪
の
崩
壊
。
士
農
工
商
と

い
う
階
級
の
重
圧
を
打
破
す
る
た
め
に
、
被
圧
迫
の
下
層
大
衆
が
立
ち

上
っ
て
、
特
権
階
級
た
る
幕
府
と
大
名
を
打
倒
し
て
、
封
建
制
を
抹
殺

し
、
自
由
主
義
に
基
ず
く
資
本
主
義
制
度
を
樹
立
し
た
社
会
革
命
。」

い
ま
の
若
い
男
性
イ
ン
テ
リ
は
た
い
て
い
そ
う
答
え
る
。
わ
た
し
が

質
問
し
た
限
り
で
は
、
右
の
マ
ル
ク
ス
流
の
革
命
理
論
の
ほ
か
に
は
、

特
に
は
っ
き
り
し
た
答
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
前
の
女
性
は
無
関
心
、

あ
と
の
方
は
馬
鹿
の
一
つ
覚
え
。
私
は
こ
れ
ら
の
人
達
と
、
こ
の
稿
で

述
べ
る
以
下
の
私
見
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

士
ロ

田

カ
ッ
ト
は
中
斎

。
大

塩
平
八
郎
の
著
わ
し

た
洗
心
洞
割
記
二
巻
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「
二
・
二
人
事
件
襲
撃
要
図
印
刷
の
図
」
。
立
っ
て
い
る
の
が
往
時
の
吉
田
上
等

兵
。

（
週
刊
文
春
昭
和
四
十
四
年
新
春
特
大
号
よ
り
転
載
。
松
本
清
張
氏

「
昭

和
史
発
掘
」
の
挿
画
・
風
間
完
氏
筆
）

い
っ
た
い
、
明
治
は
ま
だ
続
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
人
に
よ
っ
て
見
方
が
ち
が
う
。
明
治
は
昭
和
二
十
年
の

敗
戦
の
時
に
終
っ
た
、
と
見
る
人
も
あ
り
、
い
や
、
大
正
の
大
震
災
で

つ
ぶ
れ
た
と
い
う
人
も
い
る
。
そ
う
で
な
い
、
い
ま
も
続
い
て
い
る
、

と
い
う
人
も
い
る
。
私
は
、
昭
和
十

一
年
の
二
・
二
六
事
件

（
昭
和
維

新
）
の
雪
と
共
に
消
え
去
っ
た
、
と
見
る
。

そ
れ
で
は
、明
治
維
新
の
胎
動
は
、
い
つ
の
頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
こ
れ
に
も
い
ろ
い
ろ
の
見
方
が
あ
る
。
天
保
八
年
（
一
八
三
八
）

の
大
塩
の
乱
。
嘉
永
六
年

（
一
八
五
三
）
ベ
ル
リ
の
来
航
。
安
政
五
年

（
一
八
五
八
）
井
伊
大
老
に
よ
る
米
、
蘭
、
英
、
露
、
仏
と
の
通
商
条

約
締
結
。
ま
た
、
同
じ
年
の
安
政
の
大
獄
。
万
延
元
年

（
一
八
六
〇
）

の
井
伊
大
老
暗
殺
事
件
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
私
は
、
こ
れ
ら
の

事
件
を
饂
醸
し
、
ま
た
は
、
方
向
づ
け
し
て
、
明
治
維
新
の
達
成
に
強

い
指
導
力
を
与
え
た
も
の
は
水
戸
藩
の
大
日
本
史
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思

う
。
大
日
本
史
は
、
日
本
人
が
、
自
分
の
歴
史
を
、
自
分
の
史
眼
に
よ

っ
て
書
き
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
頼
山
陽
の
日
本
外
史
を
伴

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
人
の
歴
史
観
を
確
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

凡
そ
世
界
の
民
族
の
う
ち
で
、
自
分
の
眼
で
見
た
自
分
の
歴
史
を
、

自
分
の
言
葉
で
書
き
あ
げ
た
民
族
は
そ
う
多
く
な
い
。
そ
う
い
う
史
書

（広
い
意
味
で
の
）
を
持
つ
民
族
は
、
必
ら
ず
、
ひ
と
か
ど
の
料
理
を

持

っ
て
い
る
。
料
理
と
い
う
も
の
を
奥
に
た
と
っ
て
行
く
と
、
漬
物
に

い
た
る
。
そ
れ
を
搾
る
と
、
麦
漬
か
ら
ピ
ー
ル
や
ウ
イ
ス
キ
ー
、
葡
萄

漬
か
ら
ブ
ド
ー
酒
が
出
る
よ
う
に
、
米
漬
か
ら
日
本
酒
が
出
て
く
る
。
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こ
の
酒
が
し
た
た
つ
て
民
族
の
詩
と
な
り
、
詩
が
流
れ
て
史
と
な
る
。

世
界
の
民
族
で
特
有
の
う
ま
い
酒
を
も
っ
て
い
る
も
の
は
、
十
指
に

と
ど
ま
る
で
あ
ろ
う
。
ス
コ
ッ
チ
ウ
イ
ス
キ
ー
の
国

。
英
国

（
ア
ン
グ

ロ
サ
グ
ソ
ン
）
は
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
ー
、
ア
ダ
ム
ス
ミ
ス
、
ウ
ェ
ル

ズ
を
も
ち
、
ビ
ー
ル
の
独
逸

（
ゲ
ル
マ
ン
）
は
、
ゲ
ー
テ
、
ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
、　
ヘ
ー
ゲ
ル
、
マ
ル
ク
ス
、
ビ
ス
マ
ル
ク
を
も
ち
、
プ
ド
ー
酒
の

川
端
康
成
氏
の
書
。
山
水
楼
‘
宮
田
武
義
氏
蔵

国
・
ァ
ラ
ン
ス
（
ラ
テ
ン
）
は
、
ケ
ネ
ー
、
ナ
ボ
レ
オ
ン
、
ミ
レ
ー
、

セ
ザ
ン
ヌ
、ジ
ャ
ン
ヌ
・ダ
ル
ク
を
も
つ
。配
も
児′レ、
紐
熙
も
清
酒
（詩

経
、
谷
風
信
南
山
）
な
ど
、
あ
ま
た
充
棟

（倉
庫
に
あ
ふ
れ
る
）
の
酒

を
も
つ
中
国
漢
族
は
、
四
書
五
経
か
ら
始
ま
っ
て
孫
呉
空
を
合
む
汗

響

（
ス
プ
リ
ン
グ
が
折
れ
る
ほ
ど
）
の
書
を
持
つ
。

我
が
日
本
民
族
は
、
右
手
に
、
古
事
記
、
万
葉
、書
紀
、
源
氏
物
語
、

大
日
本
史
、
群
書
類
従
、
兼
好
、
芭
蕉
、
山
陽
、
止
軒
、
康
成
、
弁
慶

な
ど
を
も
ち
、
左
の
手
に
、
日
本
酒
を
持
っ
て
、
ヤ
ッ
テ
い
る
。

歴
史
に
は
酒
の
香
が
す
る
。
仁
和
寺
の
若
法
師
に
は
伏
見
の
酒
の
香

が
、
若
山
牧
水
は
熱
つ
爛
の
、
小
諸
時
代
の
藤
村
に
は
濁
り
酒
の
香
が

漂
う
。
跛
加
大
観
の
生
々
流
転
に
は
、
灘
の
生

一
本
が
流
れ
て
い
る
。

さ
て
、
酒
顛
童
子
は
、
ど
ん
な
酒
に
酔

っ
て
い
た
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
徳
川
光
囲

（
義
公
、
黄
門
）
が
、
大
日
本
史
の
編
さ
ん

に
着
手
し
た
の
は
明
暦
三
年

（
一
六
五
七
）
で
あ
る
。
明
治
に
至
る
二

百
余
年
前
、
正
確
に
は
、　
マ
イ
ナ
ス
明
治
二
百
十

一
年
で
あ
る
。
こ
の

史
書
は
、
明
治
維
新
の
底
流
を
形
成
す
る
の
に
あ
ず
か
っ
て
力
あ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
明
暦
は
、
徳
川
幕
府
創
立
後
間
も
な
い
時
期
で
あ
っ
て

四
代
将
軍
家
綱
の
時
代
で
あ
る
。
以
来
二
百
五
十
年
、
塙
保
巳

一
な
ど

全
国
歴
代
の
学
識
の
結
集
を
も
っ
て
、
水
戸
十
五
代
を
経
て
、
明
治
三

好
動
時
な
維
卜
顎
場
瑞
崚
け
は
宿
攣
硼
¨
罐
¨
漱
″
峰
瀾
一
鈍
一
凍
蠅

幕
林
鶴
代
の
水
戸
の
当
主

・
徳
川
講
雌

（慶
喜
の
父
、
烈
公
）
は
、

酒
の
肴
に
は
、
近
江
黄
牛
の
味
噌
漬
が
よ
い
と
云
っ
て
、
彦
根
の
井
伊



家
か
ら
、
こ
れ
を
取
り
よ
せ
る
こ
と‐
を
常
と
し
て
い
た
。
或
る
日
、
江

戸
の
殿
中
で
、
時
の
た
若

・
井
仁
離
臨
に
過
い
、
フ
）
」暫
く
、三貝
国
名

産
の
牛
肉
に
お
目
に
か
か
ら
ぬ
が
、
送
っ
て
下
さ
ら
ぬ
か
」
と
、
云
う

と
、
直
弼
は

「
拙
者
、僧
籍
に
身
を
置
く
者
、
殺
生
は
嫌
い
で
ご
ざ
る
」

と
、
ニ
ベ
も
な
く
断
わ
っ
た
。
烈
公
は

「
イ
イ
気
に
な
り
お
っ
て
モ
ゥ

勘
忍
な
ら
ん
／
」
と
、
烈
人
の
如
く
怒
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ヽ
坊
主
に
向
か
っ
て
、
ち
か
に
殺
生
を
依
頼
し
た
の
は
、
烈
公
の
不
覚

と
し
て
も
、
彦
根
の
城
中
に
は
、　
一
旦
緩
急
の
場
合
の
兵
糧
と
し
て
、

常
に
貯
蔵
牛
肉
が
保
存
し
て
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
少
し
ぐ
ら
い
な
分
け

前
は
、
出
し
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
だ
っ
た
が
、
直
弼
の
腹
の
虫
が
承

知
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
幕
府
の
危
急
を

一
身
に
担
う
直
弼
に
し
て

み
れ
ば
、
二
世
紀
に
亘
っ
て
、
幕
府
の
存
立
を
ゆ
た
ぶ
る
よ
う
な
筋
書

の
、
大
日
本
史
を
書
き
続
け
て
い
る
水
戸
が
気
に
く
わ
な

い
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
直
弼
は
、
十
四
代
将
軍
に
水
戸
系
の
慶
喜
を
迎
え
る
こ
と

を
極
度
に
嫌

っ
て
、
紀
伊
家
か
ら
家
茂
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

世
の
中
は
皮
肉
で
あ
る
。
水
戸
は
御
三
家
の
一
つ
で
、
将
軍
家
の
鼎

足
の
一
つ
で
あ
る
。
幕
府
創
設
者

・
家
康
の
孫
に
あ
た
る
副
将
軍
光
囲

が
、
好
き
で
は
じ
め
た
史
実
の
研
究
が
実
っ
て
、
や
が
て
そ
れ
が
倒
幕

の
震
源
と
な
り
、
こ
の
波
乱
万
丈
の
中
に
、
慶
喜
は
十
五
代
将
軍
と
し

て
登
場
し
、
そ
し
て
幕
府
劇
の
最
後
の
幕
を
閉
ち
る
役
を
受
け
も
つ
と

は
、
天
命
は
い
た
ず
ら
で
あ
る
、
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

幕
末
の
水
戸
に
は
、
藤
田
東
湖
が
い
た
。
彼
は
文
天
祥
に
倣
っ
て
「
正

気
の
歌
」
を
つ
く
り
、
尊
王
涙
夷
の
士
風
を
，鼓
舞
し
た
。
彼
が
安
政
の

地
震
で
不
慮
の
死
を
と
げ
る
と
、
そ
の
遺
髪
を
つ
い
だ
佐
野
竹
之
助
な

ど
が
、
や
が
て
江
戸
へ
潜
入
し
、　
Ｔ
一
ッ
タ
キ
、
主
君
の
仇
」
と
ば
か

り
、
井
伊
大
老
を
襲
撃
し
た
。
万
延
元
年
二
月
の
桜
田
の
変
で
あ
る
。

倒
幕
の
主
力
を
な
し
た
薩
長
土
肥
は
、
こ
と
こ
と
く
夙
に
世
界
の
息

吹
に
接
し
た
雄
藩
で
あ
る
。
吹
け
ば
と
ぶ
よ
な
陣
笠
大
名
で
は
な
い
．

西
南
の
薩
摩
に
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
腰
を
据
え
て
い
る
島
津

が

い

た
。
こ
こ
は
古
く
か
ら
外
国
と
の
接
触
が
し
げ
く
、
ま
ず
天
主
教
が
伝

来
し
、
種
子
島
の
鉄
砲
、
甘
薯
、
馬
鈴
薯
、
ガ
ラ
ス
、
黒
豚
な
ど
の
取

り
入
れ
口
と
し
て
殖
産
大
い
に
あ
が
り
、
あ
た
か
も
独
立
国
の
観
を
な

し
て
い
た
。
幕
末
に
は
こ
こ
に
、
西
郷
隆
盛
、
大
久
保
利
通
、
桐
野
利

秋
、黒
田
清
隆
、松
方
正
義
な
ど
が
い
て
、
黒
薩
摩
と
称
ぶ
酒
甕
に
、
芋

焼
酎
を
仕
込
ん
で
、
薩
摩
焼
の
グ
イ
呑
み
で
や
っ
つ
け
て
い
た
。
幕
府

も
そ
の
威
勢
に
眉
を
ひ
そ
め
、
轡
の
マ
ー
ク
に
怖
れ
を
な
し
て
い
た
。

長
門
藩
と
称
ば
れ
る
山
口
萩
の
毛
利
藩
に
は
、
吉
田
松
陰
が
松
下
村

塾
を
も
っ
て
い
た
。
こ
れ
も
本
州
の
西
端
に
位
置
し
、
元
就
以
来
、
山

陰
、
山
陽
十
箇
国
を
領
有
し
、
夙
に
外
国
と
の
交
渉
も
は
げ
し
く
、
充

実
し
た
大
藩
で
あ
っ
た
。
こ
こ
の
人
達

・
高
杉
晋
作
、
木
戸
孝
允
、
山

県
有
朋
、
伊
藤
博
文
、
井
上
馨
な
ど
は
、
馬
関
の
雲
丹
で
、
萩
焼
の
猪

口
を
傾
け
て
い
た
。

土
佐
高
知
の
山
内
藩
に
は
、
坂
本
龍
馬
、
後
藤
象
次
郎
、
板
垣
退
助

な
ど
が
い
て
、
軽
の
た
た
さ
で
酒
盃
を
交
わ
し
て
い
た
。
山
内
家
は
藩

祖

・
一
豊
以
来
、
女
房
と
馬
を
吟
味
す
る
こ
と
に
か
け
て
は
、
天
下
に

そ
の
名
を
謳
わ
れ
て
い
た
。
黒
潮
で
鍛
え
上
げ
た
土
佐
犬
の
よ
う
な
、
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つ
ら
だ
ま
し
い
に
は
、
幕
府
も

一
日
お
い
て
い
た
。

九
州
肥
前
佐
賀
の
鍋
島
藩
も
、
酒
に
つ
い
て
は
、
お
と
な
り
の
黒
田

藩
に
負
け
ま
い
と
、
天
下
に
名
あ
る
鍋
島
の
名
器
に
酒
肴

を

つ
ら

ね

て
、
そ
の
道
に
精
進
し
た
。
こ
の
藩
に
は

「
難
既
計
語
」

が

あ

る
。

「
武
士
道
と
は
死
ぬ
こ
と
と
見
つ
け
た
り
」
と
い
う
名
句

に
感
激

し

て
、
藩
士
は
武
士
の
道
に
励
ん
だ
。
江
藤
新
平
、
副
島
種
臣
、
大
隈
重

信
な
ど
が
い
た
。

徳
川
の
封
建
が
続
く
か
ぎ
り
、
お
国
安
泰
の
特
権
大
名
の
四
藩
が
、

ま
さ
か
倒
幕
の
矢
表
に
立
と
う
と
は
、
お
釈
迦
さ
ん
で
も
、　
マ
ル
グ
ス

で
も
御
存
知
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

マ
ル
ク
ス
の
革
命
理
論
に
よ
れ
ば
、

「
資
本
主
義
の
発

達

に
よ

っ

て
、
金
融
資
本
の
独
占
支
配
が
極
限
に
達
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
資
本

主
義
は
そ
の
内
部
の
矛
盾
か
ら
、
階
級
の
対
立
が
激
化
し
て
革
命
が
勃

発
す
る
」
と
い
う
。
唯
物
史
観
は
、
こ
の
唯
物
弁
証
法
の
方
式
に
よ
っ

て
人
類
の
歴
史
の
解
明
を
試
み
よ
う
と
す
る
。

幕
府
八
百
万
石
の
財
政
は
、
幕
末
の
内
憂
外
患
の
出
費
に
よ
っ
て
、

た
し
か
に
バ
ラ
ン
ス
を
失
っ
て
い
た
。
数
々
の
奢
修
禁
止
令
が
出
さ
れ

て
、
イ
ン
フ
レ
の
防
止
が
企
て
ら
れ
る

一
方
、
貨
幣
の
改
鋳
が
履
々
行

わ
れ
釜
一貨
の
横
行
が
は
げ
し
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
が
、そ
う

い
う
経
済
現
象
の
み
が
、
直
接
に
大
げ
さ
に
、
大
衆
を
圧
迫
刺
激
し
、
こ

れ
を
動
員
し
て
、革
命
に
進
軍
さ
せ
た
と
す
る
見
方
で
、明
治
維
新
を
割

り
切
る
の
は
、
盲
人
撫
象
の
そ
し
り
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
も
の
と
思
う
。

こ
れ
ま
で
の
人
類
の
歴
史
の
中
に
は
、　
マ
ル
タ
ス
の
革
命
理
論
を
当

て
は
め
た
方
が
、
わ
か
り
や
す
い
騒
動‐
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン

ス
革
命
、
ロ
シ
ヤ
革
命
、
大
正
七
年
の
米
騒
動
、
お
よ
び
敗
戦
後
の
米

よ
こ
せ
運
動
な
ど
は
そ
れ
で
あ
る
。
無
銭
飲
食
の
大
衆
行
動
と
も
い
え

る
こ
れ
ら
の
暴
動
に
は
、

「
物
ほ
し
気
」
な
精
神
が
充
満
し
て
い
る
。

あ
た
か
も
蛙
の
大
群
が
大
地
を
食
い
荒
ら
す
暴
情
を
露
呈
し
、
騒
ぎ
の

中
に
少
し
も
情
緒
が
な
い
。
或
る
時
代
の
ピ
カ
ソ
の
絵
は
、
そ
の
非
情

ム
ー
ド
を
よ
く
描
き
表
わ
し
て
い
る
。

ム
ー
ド
と
は
歴
史
を
ふ
ま
え
な
い
異
質
の
混
在
で
あ
り
、
情
緒
と
は

歴
史
の
中
の
伝
統
の
纏
綿
で
あ
る
。

十
九
世
紀
半
の
英
国
の
経
済
社
会
を
分
析
し
た
も
の
が
、　
マ
ル
ク
ス

の
資
本
論
だ
と
い
わ
れ
る
。
産
業
革
命
直
後
の
英
国
資
本
主
義
の
創
草

期
に
は
、

「
資
本
家
は
、
機
械
と
労
働
に
よ
っ
て
生
産
し
た
商
品
を
、

貨
幣
に
換
え
る
。
そ
の
時
に
労
働
を
搾
取
し
、
こ
れ
を
資
本
に
繰
り
入

れ
て
、
再
生
産
を
拡
大
し
て
行
く
」
と
い
う
社
会
相
が
濃
厚
で
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
。
そ
の
当
時
の
観
察
に
基
礎
ず
け
ら
れ
た
革
命
理
論
を
、
君

子
国
の
明
治
維
新
に
当
て
は
め
よ
う
と
す
る
の
は
、
鶏
刀
を
も
っ
て
牛

肉
を
割
く
そ
し
り
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

近
代
の
革
命
は
、
マ
ル
ク
ス
の
革
命
の
筋
書
に
反
し
て
、
資
本
主
義

国
に
は
発
生
せ
ず
、
低
開
発
の
農
業
国
に
の
み
見
ら
れ
る
と
い
う
現
象

は
、　
マ
ル
ク
ス
主
義
の
適
応
性
の
限
界
を
示
す
こ
と
に
も
な
ろ
う
が
、

こ
の
十
九
世
紀
の
託
宣
が
百
年
も
の
間
、
幽
霊
の
よ
う
に
社
会
に
出
没

し
て
、
人
の
話
題
に
上
っ
て
や
ま
な
い
の
は
、
人
智
の
渋
滞
が
、
悪
夢

に
温
床
を
捧
げ
て
い
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。



渡
辺
華
山
描
く
佐
藤
一
斎
像

い
ま
の
日
本
に
流
行
す
る
角
材
斗
争
は
、
玉
手
箱
を
開
け
た
浦
島
太

郎
の

「
タ
コ
踊
り
」
を
想
わ
せ
て
、
あ
わ
れ
で
あ
る
が
、
そ
ん
な
芝
居

が
多
少
と
も
、
見
こ
た
え
あ
る
人
の
世
の
味
気
な
さ
は
、
さ
ら
に
あ
わ

れ
で
あ
る
。
こ
う
い
う
、
前
時
代
の
演
劇
が
、
日
夜
続
け
ら
れ
て
い
る

世
界
に
、
第
二
次
産
業
革
命
の
原
子
の
人
が
点
さ
れ
た
。
マ
ル
ク
ス
の

労
働
価
値
説
は
、
や
が
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
値
説
に
置
き
換
え
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
む
か
し
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
っ
て
、
ブ
ル

ジ
ョ
ワ
が
か
ち
と
つ
た
と
す
る
、
自
由
主
義
デ
モ
グ
ラ
シ
ー
は
、
世
界

の
隅
々
に
ま
で
無
差
別
平
等
の
流
行
を
も
た
ら
し
、
多
数
決
原
理
の
法

則
は
、
い
ま
や
、
人
の
叡
智
も
情
感
を
も
左
右
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ

に
ま
で
、
高
ま
っ
て
来
て
い
る
。
こ
の
前
史

‐的
な
多
数
決
原
理
を
、　
‐
同

じ
次
元
の
多
数
決
で
置
き
換
え
て
、
世
界
を
改
造
し
よ
う
と
す
る
マ

ク
ス
、
レ
ー
ニ
ン
主
義
は
、
人
類
の
叡
智
か
ら
出
発
し
た
も

の
で

く
、
間
に
合
わ
せ
の
ポ
ロ
つ
づ
く
り
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
の
祖
述
者

・
川
上
肇
は
、
か
つ
て
、

「
千
里
の
目
を
窮
め

ん
と
欲
し
て
、
更
に
一
層
の
楼
に
上
る
」
と
い
う
名
句
を
引
用
し
た
こ

と
が
あ
る
（経
済
学
大
綱
）。
私
は
い
ま
、
こ
の
自
詩
選
の
句
に
想
い
を

致
そ
う
と
す
る
と
、
キ
リ
ス
ト
の
句
が
頭
に
浮
び
、
千
里
の
風
景
が
眼

前
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

「
人
は
二
人
の
主
に
事
う
る
こ
と
能
わ
ず
。
そ
は
、
こ
れ
を
悪
み
、

か
れ
を
愛
し
み
、
此
を
親
し
み
、
彼
を
疎
む
べ
け
れ
ば
也
。
な
ん
ち
ら

た
か
ら
　
か

神
と
財
に
兼
ね
事
う
る
こ
と
能
わ
ず
。
此
の
故
に
我
な
ん
ち
ら
に
告
げ

ん
。
生
命
の
為
に
何
を
食
い
、
何
を
飲
み
、
ま
た
身
の
為
に
何
を
衣
ん

と
憂
慮
こ
と
勿
れ
。
生
命
は
糧
よ
り
も
優
り
、
身
体
は
衣
よ
り
も
優
れ

る
者
≒
ら
ず
ギ

た
。
緒
ん
ぢ
ら
で
夕
の
鳥
を
見
よ
、
稜
こ
と
な
く
、
朧
こ

と
を
為
ず
、倉
に
蓄
う
る
こ
と
な
し
。
然
る
に
な
ん
ち
ら
の
天
の
父
は
、

柁
農
蟻
い
端
城
「
だ
な
れ
は
浸
担
］
」
は
い
一
靭
¨
螺
鏡
綺
れ
ば
響
げ

べ
得
ん
や
。
ま
た
何
故
に
衣
の
こ
と
を
思
い
わ
ず
ら
う
や
。
野
の
百
合

花
は
如
何
に
し
て
長
つ
か
を
思
え
。
労
め
ず
紡
が
ざ
る
也
。
わ
れ
、
な

ん
ち
に
告
げ
ん
。
ソ
ロ
モ
ン
の
栄
華
の
極
み
の
時
だ
に
も
、
装
こ
の
花
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呼
信
仰
う
す
き
者
よ
、
然
ば
何
を
食
い
何
を
飲
み
何
を
衣
ん
と
て
思
い
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わ
ず
ら
う
勿
れ
。
此
れ
み
な
異
邦
人
の
求
む
る
者
な
り
。
な
ん
ち
の
天

の
父
は
、
凡
て
此
等
の
も
の
の
必
需
こ

つ
の
の
必
需
こ
と
を
知
り
た
ま
え
り
。
な
ん
ち

ま
ず
神
の
国
と
共
に
其
の
義
と
を
求
め
よ
。
然
ら
ば
此
等
の
も
の
は
皆

な
ん
ち
ら
に
加
え
ら
る
べ
し
。
是
故
に
明
日
の
事
を
憂
慮
う
な
か
れ
、

明
日
は
明
日
の
事
を
思
い
わ
ず
ら
え
。　
一
日
の
苦
労
は

一
日
に
て
足
れ

り
。
」

（馬
太
伝
第
六
章
よ
り
。
「明
治
三
十
二
年
、
大
日
本
聖
書
館
印
行
の
聖

書
か
ら
採
り
、
仮
名
ず
か
い
だ
け
を
な
お
し
た
し

キ
リ
ス
ト
教
が
投
影
し
た
と
考
え
ら
れ
る
西
欧
社
会
と
、
そ
の
駿
尾

に
附
し
て
来
た
と
い
わ
れ
る
、
今
日
の
日
本
の
社
会
の
有
り
さ
ま
―
そ

れ
を
、
人
称
ん
で
昭
和
元
禄
と
い
う
―
が
、
こ
れ
が
、
ソ
ロ
モ
ン
の
栄

華
の
極
み
の
時
の
様
相
を
呈
し
て
い
な
い
か
、
ど
う
か
。
ま
た
、
そ
の

人
ご
み
の
中
で
、

「
お
天
と
う
さ
ま
と
米
の
め
し
は
、
い
つ
で
も
、
つ

い
て
ま
わ
る
」
と
い
う
但
諺
を
忘
れ
た
人
達
が
、
極
め
て
無
意
味
な
、

異
邦
人
的
な
物
の
争
奪
を
、
飽
く
こ
と
な
く
、継
続
し
て
は
い
な
い
か
。

私
は
、
わ
れ
わ
れ
が
千
年
の
歳
月
に
宿
を
借
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
須
ら

く

一
輪
の
百
合
花
に
思
い
を
留
む
べ
き
で
あ
ろ
う
、
と
思
う
の
で
あ
る
。

詩
経
大
雅
に

「
文
王
、
上
に
在
り
、
於
、
天
に

鷹
かな
り
。
周
、
旧

邦
な
り
と
雖
も
、
そ
の
命
、
維
れ
新
」
と
い
う
言
葉
が
見
え
る
。
こ
れ

が
維
新
の
語
の
発
祥
で
あ
ろ
う
。
維
新
は

「
維
れ
新
」
、明
治
の
当
初
に

は

一
般
に
、

「
御

一
新
」
と
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
春
光
が
万
物
を
育
く

む
の
に
似
て
、
民
族
に
希
望
が
盗
れ
、
光
が
満
ち
て
い
る
こ
と

で
あ

る
。
絢
爛
の
中
の
多
彩
な
錯
雑
は
、
維
新
と
は
い
え
な
い
。
維
新
は
、

人
間
の
、
ひ
と
筋
の
道
の
創
造
で
あ
る
。
そ
れ
は
獣
的
奪
い
合
い
、
乃

至
、
殺
し
合
い
の
末
の
、
ポ
ス
の
交
代
で
も
な
い
。

人
の
世
の
変
貌
は
、
氷
河
の
移
動
で
も
、
ノ
ア
の
洪
水
で
も
起
り
得

る
。
ま
た
、
物
ほ
し
気
な
、
大
衆
の
蜂
起
に
因
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
個

人
の
知
性
に
基
ず
く
こ
と
も
あ
る
。

中
斎

・
大
塩
平
八
郎
が
大
坂
で
乱
を
起
し
た
の
は
、
マ
イ
ナ
ス
明
治

三
十
年
で
あ
る
。
こ
の
乱
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
以
後
各
地
で
叛
乱

の
継
起
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
斎
は
飯
起
の
四
年
前
に

「
洗
心
洞

割
記
」

（
全
二
巻
）
を
著
わ
し
て
、
こ
れ
を
頼
山
陽
と
佐
藤

一
斎
に
贈

っ
て
い
る
。　
一
斎
は
そ
の
礼
を
か
ね
て
感
想
文
を
中
斎
に
送
り
、
左
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
…
…
い
ま
又
、
新
刻
全
部
御
恵
み
下
さ
れ
、
反
覆
拝
覧
致
し
候
と
こ

ろ
、数
条
御
実
得
の
事
と
も
、
人
を
し
て
感
奮
興
起
、
欣
躍
に
た
え
ず
、

拙
老
な
ど
及
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
に
非
ず
と
存
じ
奉
り
候
。
就
中
、
大
虚
の

説
御
自
得
、
敬
服
致
し
候
。
拙
も
か
ね
が
ね
霊
光
の
体
、
す
な
わ
ち
大

虚
と
心
得
候
と
こ
ろ
、
自
己
に
て
大
虚
と
覚
え
、
其
の
実
意
、
必
ら
ず

固
よ
り
我
の
私
を
免
れ
ず
、
認
賊
為
子
の
様
と
相
成
り
、
認
め
難
き
事

と
存
じ
候
。
貴
君
精
々
こ
の
所
に
御
著
力
成
ら
れ
候
え
ば
、
御
得
力
こ

こ
に
之
れ
あ
る
可
じ
と
存
じ
候
。
尚
も
実
際
に
御
工
夫
、
着
せ
ら
れ
か

し
と
祈
り
入
り
候
事
に
御
座
候
…
…
」

大
坂
の
天
満
与
力
だ
っ
た
大
塩
平
八
郎
は
、
与
力
の
職
を
子
に
ゆ
ず

り
ヽ
洗
心
洞
で
専
ら
陽
明
学
を
講
じ
て
い
た
。
彼
は
、
天
保
の
儀
饉
に

際
し
て
、
貧
民
の
救
済
を
町
奉
行
に
請
う
た
が
聞
か
れ
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
自
己
の
蔵
書
な
ど
を
売
り
払
っ
て
、
飢
民
の
救
済
に
つ
と
め
た
が な ル
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